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成 果 の 概 要 

本研究では、ビッグデータ（携帯電話利用者の位置情報）を従来の収集方法で

得られたデータと比較し、特に自然公園の目的地への訪問者モニタリング（例：

遊歩道選択分析）の文脈において、その長所と短所を明らかにした。これは、

NTT ドコモのモバイル空間統計（MSS）サービスによって自動的に生成され

る携帯電話ユーザーの位置情報（CLD）を用いた富士山に関するケーススタデ

ィに基づいて達成された。その結果、MSSにはいくつかの制限はあるものの、

現地でのアンケート調査とは異なり、24 時間 365 日、全国規模のデータを生

成できるという利点があり、従来の調査手法では通常アクセスできない特定の

期間や時間帯の人口動態を測定できることが明らかになった。登山ルートの選

択要因を離散選択型レクリエーション需要モデルで分析した結果、統計的に有

意な結果が得られた。利用者のルート選択には、山小屋の数、救護所の数、お

よびルートの混雑度が影響していることが判明した。したがって、CLDは訪問

者モニタリングへの応用において大きな可能性を秘めていると結論づけられ

た。 

 

 


